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報告内容
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１．道路の老朽化対策に関する取り組み

２．老朽化の現状

３．埼玉県道路メンテナンス会議の活動



１．道路の老朽化対策に関する取り組み
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１．道路の老朽化対策に関する取り組みの経緯
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○ 道路法施行規則の一部を改正する省令 施行［H28.12.1］ ：跨線橋の点検・修繕計画の協議



２．老朽化の現状
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１）全国の老朽化の現状

○ 建設年度別の橋梁数の分布を見ると、昭和３０年から５０年にかけて建設されたもの が約２６％と多く
なっています。

○ 建設後５０年を経過した橋梁の割合は、現在は約２０％ですが、１０年後には約４４％に急増します。
特に橋長１５ｍ未満の橋梁は、約半数が建設後５０年を経過します。
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１）全国の老朽化の現状

■ ５年間の点検計画・累積点検実施率（全道路管理者合計）

（9%）
28%

（19%）

（13%）
29%

（16%）

（16%）
37%

（21%）

点検実施率 平成 26 年度 平成 27 年度 ※（ ）内は各年度の点検実施率

○ 平成２６年７月より、道路管理者は、全ての橋梁、トンネル等について、５年に１度、近接目視で点検を
行い、点検結果として健全性を４段階に診断することとしています。

○ 平成２６・２７年度の累積点検実施率は、橋梁 約２８％、トンネル 約２９％、道路附属物等 約３７％と
なっています。

計画

平成26・27年度 累積点検実施率（全国）

出典）平成２７年道路メンテナンスの概要（平成２８年９月） -７-



１）全国の老朽化の現状 判定区分と建設経過年度（橋梁）

○ 平成２７年度に点検を実施した橋梁のうち、緊急又は早期に修繕などの措置を行う必要のある橋梁（判定
区分Ⅲ・Ⅳ）が、国は 約８％（５４８橋）であるのに対して、市町村では 約１０％（９，５５０橋）と
なっています。

○ 建設経過年数が長くなるほど、早期に修繕などの措置が必要な橋梁の割合が多くなっています。

（点検実施数）（建設経過年度）

平成27年度
橋梁
7,259橋

国土交通省の橋梁の点検結果（全国）

市町村の橋梁の点検結果（全国）

平成27年度
橋梁
92,522橋

（点検実施数）（建設経過年度）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態
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２）埼玉県の老朽化の現状

○ 平成２７年度の埼玉県点検実施率は、橋梁約１１％、トンネル約０．０１％、道路附属物等約１１％。

○ 平成２６・２７年度累計実施率の橋梁については、埼玉県内で約２７％となっており、全国との比較では
近似値を示している。

※道路メンテナンス会議開催以降、再精査し、一部数値を変更しています。

■ ５年間の点検計画・累積点検実施率（全道路管理者合計）

（16%）
27%

（11%）

（7%）
7%

（0.01%）

（34%）
45%

（11%）

点検実施率 平成 26 年度 平成 27 年度 ※（ ）内は各年度の点検実施率

計画

平成26・27年度 累積点検実施率（埼玉県）

出典）平成２７年道路メンテナンスの概要（平成２８年９月） -９-
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○全国の都道府県・政令市等の橋梁において、平成２７年度の点検実施橋梁のうち、緊急又は早期に修繕な
どの措置を行う必要のある橋梁が約１１％(４，１２５橋)のうち、埼玉県では、約７％（１４１橋）あり
ました。

○ 建設経過年数が長くなるほど、早期に修繕などの措置が必要な橋梁の割合が多くなっています。埼玉県で
は、判定区分Ⅱのもので、５１年以降で健全な橋梁が多くなっているのは補修後の橋梁が多く含まれてい
ると推定されます。

（点検実施数）（建設経過年度）

平成27年度
橋梁
36,397橋

全国の都道府県・政令市等の
橋梁の点検結果

埼玉県の橋梁の点検結果

平成27年度
橋梁
2,156橋

（点検実施数）（建設経過年度）

２）埼玉県内の老朽化の現状（橋梁）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態
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２）埼玉県内の老朽化の現状（橋梁）

＜損傷・補修事例＞

対策実施前 対策実施後

○新左衛門橋（国道４号 北葛飾郡杉戸町内）は、橋梁定期点検（橋の健康
診断）で、橋の主桁が路面からの漏水により腐食し、機能が低下している
ことがわかり、速やかに補修・補強することで橋の機能が回復しました。

-11-



２）埼玉県内の老朽化の現状（橋梁）

＜損傷・補修事例＞

対策実施前 対策実施後

○町屋橋（加須北川辺線 加須市内）は、橋梁定期点検で床版に剥離・鉄筋
露出が見られ、橋梁の構造の安全性が著しく損なわれていることがわかり
、速やかに床版取替することで橋の機能が回復しました。
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２）埼玉県の老朽化の現状

○ 平成26～28年度（3箇年）の橋梁点検進捗率は、約51％。残り2箇年で約49％の点検実施が必要な状況。

○ 特に、残り2箇年での市区町村の点検必要率が約56％（約8,500橋）の状況であり、確実な点検実施が必要。

■橋 梁
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○関東地方では、早期に修繕等の措置が必要なトンネルは、７３施設で、全体の３７％となっています。
○埼玉県では、さいたま市の中尾トンネル １施設を点検し、診断区分Ⅱでした。

関東地方のトンネルの点検結果

平成27年度
トンネル
195施設

２）埼玉県内の老朽化の現状（トンネル）

（点検実施数）（建設経過年度）

（点検実施数）（建設経過年度）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態
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○関東地方では、早期に修繕等の措置が必要な道路附属物等は、４５９施設で、全体の２１％となって
います。

○埼玉県では、６７施設で全体の２５％となっており、早期に修繕などの措置が必要な道路附属物等の
割合が多くなっています。

（点検実施数）（建設経過年度）

平成27年度
橋梁
2,212橋

関東地方の道路附属等の点検結果

埼玉県の道路附属物等の点検結果

平成27年度
橋梁
272橋

（点検実施数）（建設経過年度）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

２）埼玉県内の老朽化の現状（道路附属物等）
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３．埼玉県道路メンテナンス会議の活動
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１）埼玉県メンテナンス会議

○関係機関の連携による検討体制を整え、課題の状況を継続的に把握・共有し、
効果的な老朽化対策の推進を図ることを目的に、「埼玉県道路メンテナンス会議」
を設置。 （これまでに８回開催）

＜県内の全道路管理者＞

・関東地方整備局（大宮国道、北首都国道）

・地方公共団体（埼玉県、さいたま市、６２市町村）

・高速道路会社（NEXCO東日本（株）、首都高速道路（株））

・埼玉県道路公社

体 制

１．研修・基準類の説明会等の調整

２．点検・修繕において、優先順位等の考え方に該当する路線の
選定・確認

３．点検・措置状況の集約・評価・公表

４．点検業務の発注支援（地域一括発注等）

５．技術的な相談対応

H26.5.28 会議状況

H26.5.29 記事化（埼玉新聞）

役 割
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２）埼玉県メンテナンス会議の課題
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３）埼玉県メンテナンス会議の平成28年度の取り組みテーマ
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４）地方公共団体への技術支援

○技術力向上及び点検の質向上を目的とした地方公共団体への
技術支援の一貫として、技術講習会を県内４箇所で開催

座学 現場実習

＜一般職員向け＞
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４）地方公共団体への技術支援

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。 -21-



４）地方公共団体への技術支援

座学 非破壊検査
（磁粉探傷試験）デモ

＜管理職員向け＞
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４）地方公共団体への技術支援
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４）地方公共団体への技術支援

○技術力向上及び点検の質向上を目的とした地方公共団体への
技術支援の一貫として、地方公共団体が直営で実施する橋梁
点検の技術的サポート（合同点検）を実施

座学 合同点検
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○平成28年度に各地方公共団体が実施する約3,000橋の橋梁点検
について、メンテナンス事務局が点検診断プロセスの妥当性
確認、点検診断のアドバイスを行うことにより、自治体での
点検診断の点検の質向上を図ることを目的に実施。

＜進め方のイメージ＞

各自治体

点
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の
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各自治体

４）地方公共団体への技術支援
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４）地方公共団体への技術支援

○市町村が実施した点検結果に対して、以下のポイントで点検
診断プロセスの妥当性確認、点検診断のアドバイスを行う。
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４）地方公共団体への技術支援

耐荷力の確認が必要
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４）地方公共団体への技術支援
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４）地方公共団体への技術支援

○自治体職員の負担軽減のため、「橋梁点検の地域一括発注」
を実施
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１都８県の地域一括発注の状況



○平成28年度の点検実施率の向上及び点検の遅延防止を目的とし、地
方公共団体の点検実施状況を毎月とりまとめ、とりまとめ結果を周
知する。

４）地方公共団体への技術支援
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３．平成28年度 広報活動の実績

○道路の老朽化の現状や対策について、国民の理解と協働の取
り組みを推進することを目的に継続して広報活動を実施

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。

道の駅「いちごの里よしみ」 関越自動車道 高坂SA（上り）

＜パネル展の開催＞
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３．平成28年度 広報活動の実績

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。

＜パネル展の開催＞

道の駅おかべ 道の駅庄和
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３．平成28年度 広報活動の実績

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。

＜パネル展の開催＞

道の駅はなぞの 北本産業祭り
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３．平成28年度 広報活動の実績

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。

＜パネル展の開催＞

道の駅フェスタ 県庁オープンデー
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３．平成28年度 広報活動の実績

○道路の老朽化の現状や対策について、親子橋梁点検学習会を
通じて理解と協働の取り組みを推進することを目的に実施

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。

パネルを使用し、
橋梁の損傷原因を説明

ハンマーで柱を叩いて
音の違いを確認
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３．平成28年度 広報活動の実績

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。

高所作業車に乗って、
橋の裏側を点検

ポールカメラで
見えない箇所を点検

-36-



３．平成28年度 広報活動の実績

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。

シュミットハンマーで
橋の固さを確認

点検修了書の授与
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３．平成28年度 広報活動の実績

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。 -38-



５）平成28年度 広報活動の実績

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。 -39-



５）平成28年度 広報活動の実績

※埼玉県道路メンテナンス会議ホームページに開催結果を掲載しています。 -40-



６）今後の取り組み
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○ 着実な点検の実施

○ 点検・補修の平準化

○ 点検、診断の質向上

○ 点検・診断に続く、補修等の質向上

○ 老朽化の現状と対策に関する広報活動


